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七
月
○
日
　
火
曜
日

　
散
歩
。

　
Ｆ
子
洗
髪
を
肩
に
垂
ら
し
た
ま
ま
出
た
。
水
瓜
畑
の
間
を
通
っ
て
い
る
と
、

田
舎
の
男
の
児
、

　
　
狐
の
姐
さ
ん
！
　
化
け
姐
さ
ん
！

と
囃
し
た
。

　
七
月
○
日
　
水
曜
日

　
三
時
過
か
ら
仕
度
を
し
、
Ｔ
・
Ｐ
・
Ｗ
倶
楽
部
の
集
り
に
出
か
け
た
。
Ａ

新
聞
の
竹
中
さ
ん
と
Ｐ
夫
人
の
肝
煎
り
。
七
八
人
。
Ｐ
夫
人
は
日
本
に
十
六
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年
も
い
る
。
劇
評
家
。
Ｎ
さ
ん
も
見
え
る
。
Ｐ
夫
人
能
も
す
き
で
屡
々
見
る

ら
し
い
。
芝
居
は
相
当
よ
く
分
り
、
花
道
の
効
果
、
ま
た
は
能
の
表
徴
的
な

美
も
理
解
し
て
い
る
ら
し
い
が
、
日
本
語
が
ち
っ
と
も
読
め
ず
、
読
ま
ね
ば

な
ら
ぬ
と
も
感
じ
て
い
な
い
ら
し
い
。
そ
れ
で
日
本
の
文
学
は
云
々
出
来
ず
。

　
Ｔ
・
Ｏ
夫
人
、 
山  
梔 
く
ち
な
し

の
ボ
タ
ン
・
フ
ラ
ワ
。
白
駝
鳥
の
飾
羽
毛
つ
き
の

帽
。
飽
く
ま
で
英
国
　
　
一
九
〇
〇
年
代
　
　
中
流
人
だ
。
識
ろ
う
と
す
る

欲
求
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
社
交
上
の
情
勢
に
よ
っ
て
、
顔
役
と
し
て
坐
っ

て
い
た
。

○
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
人
の
、
ロ
シ
ア
及
ド
イ
ツ
に
対
す
る
無
智
な
偏
見
。

○
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
短
篇
小
説
の
違
い
、
主
と
し
て
テ
ク
ニ
ッ
ク
上

よ
り
。
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東
京
会
館
で
夕
飯
。
お
濠
の
景
色
。
日
本
風
な
す
き
焼
部
屋
。
ミ
ス
が
、

面
白
い
変
化
物
語
と
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
風
の
話
を
し
た
。
変
化
物

語
、
な
か
な
か
日
本
の
土
俗
史
的
考
証
が
細
か
で
、
一
寸
秋
成
じ
み
た
着
想

も
あ
り
、
面
白
か
っ
た
。

　
九
時
過
Ｎ
さ
ん
と
自
動
車
で
、
自
分
林
町
へ
廻
る
。
離
れ
に
Ｋ
と
寝
る
。

い
ろ
い
ろ
話
し
、
若
い
男
が
ひ
と
の
妻
君
に
対
す
る
心
持
な
ど
、
感
ず
る
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

　
　
　
自
分
の
妻
君
に
さ
れ
ち
ゃ
厭
だ
と
思
う
こ
と
は
、
ひ
と
の
奥
さ
ん
に

も
仕
な
い
の
が
本
当
だ
ろ
う
　
　

　
幾
分
警
告
的
な
意
味
で
云
っ
た
が
、
嫉
妬
と
い
う
こ
と
が
、
不
図
こ
れ
ま

で
の
心
持
と
違
っ
た
角
度
か
ら
感
じ
ら
れ
た
。
「
人
間
に
は
嫉
妬
の
本
能
が
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あ
る
」
い
つ
か
ら
か
一
般
人
の
知
識
に
こ
ん
な
文
句
が
入
り
込
ん
で
、
そ
の

固
定
観
念
で
自
繩
自
縛
に
陥
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
気
が
し
た
。
所
有
欲
は
本

能
だ
と
い
う
の
も
同
じ
だ
。

　
七
月
○
日
　
月
曜
日

　
暑
し
。

　
Ｙ
の
発
起
で
芝
浦
の
お
台
場
を
見
物
に
行
く
。
芝
浦
か
ら
日
覆
い
を
か
け

た
発
動
和
船
。
海
上
に
ポ
ツ
リ
と
浮
い
た
お
台
場
、
青
草
、
太
陽
に
照
っ
て

い
る
休
息
所
の
小
さ
な
テ
ン
ト
。
此
方
で
は
カ
フ
ェ
ー
・
パ
リ
ス
と
赤
旗
が

ひ
ら
ひ
ら
し
て
い
る
。
市
民
の
遊
覧
、
ル
ウ
ソ
ー
の
絵
の
感
じ
で
あ
っ
た
。

陽
気
で
愛
ら
し
。
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溺
死
人
の
黒
い
頭
、
肩
。
人
間
の
沢
山
い
る
棧
橋
の
方
へ
、
何
か
魂
の
引

力
み
た
い
な
も
の
で
漂
っ
て
来
ま
い
か
と
い
い
よ
う
な
く
こ
わ
か
っ
た
。
そ

の
傍
を
通
り
過
た
漁
船
、
裸
の
漁
師
の
踏
張
っ
た
片
脚
、
愕
き
で
ピ
リ
リ
と

し
た
の
を
遠
目
に
見
た
。
自
分
、
段
々
段
々
そ
の
死
ん
で
漂
っ
て
行
っ
た
若

い
男
が
哀
れ
に
な
り
、
太
陽
が
海
を
温
め
て
い
る
か
ら
、
赤
い
小
旗
は
活
溌

に
ひ
ら
ひ
ら
し
て
い
る
か
ら
、
猶
々
切
な
い
心
持
で
あ
っ
た
。
夜
こ
わ
く
悲

し
く
、
Ｙ
に
確
し
っ
かり
体
を
捉
え
て
貰
っ
て
や
っ
と
寝
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
九
二
七
年
九
月
〕
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
宮
本
百
合
子
全
集
　
第
十
七
巻
」
新
日
本
出
版
社

　
　
　1981
（
昭
和56

）
年3

月20

日
初
版
発
行

　
　
　1986

（
昭
和61

）
年3

月20

日
第4

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
宮
本
百
合
子
全
集
　
第
十
五
巻
」
河
出
書
房

　
　
　1953

（
昭
和28
）
年1
月
発
行

初
出
：
「
新
潮
」

　
　
　1927

（
昭
和2

）
年9

月
号

入
力
：
柴
田
卓
治

校
正
：
磐
余
彦
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2003

年9

月15

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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